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司
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前
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司
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教
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介
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司
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司
　
神
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仙
台
教
区
派
遣
）
ギ
ャ
リ
ー
　
神
父

（
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
）
ト
ゥ
ア
ン
　
助
祭

広
島
地
区	

（
地
区
長
）
肥
塚
侾
司
　
神
父

幟
町
教
会
司
牧
チ
ー
ム
　
　
　
　
後
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正
史
　
神
父

　
ア
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ベ
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神
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力
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仁
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司
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篠
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介
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　（
幟
町
教
会
か
ら
）

松
江
教
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
堀
升
治
　
神
父

岡
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岡
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神
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神
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（
協
力
）
早
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神
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（
協
力
）
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ィ
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神
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金
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檣
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タ
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ミ
ッ
シ
ェ
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神
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笠
岡
教
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
井
英
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神
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倉
敷
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域
共
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司
牧
チ
ー
ム

倉
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・
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・
水
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会
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中
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神
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尚
潤
　
神
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ブ
レ
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神
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バ
ル
ト
　
　
神
父

玉
野
教
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
起
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神
父

津
山
教
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ー
レ
　
　
神
父
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教
会
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司
　
神
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神
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神
父

カ
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潔
　
神
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（
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力
）
清
水
　
弘
　
神
父

防
府
教
会
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神
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神
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会
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神
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・
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帆
教
会
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神
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三
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田
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井
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ョ
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神
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柳
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洋
　
神
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松
島
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雄
修
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士

庚
午
修
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院
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
尾
幸
生
　
神
父

塚
田
健
統
　
神
父

ロ
サ
ド
　
修
道
士

愛
徳
修
道
士
会
　
　
　
　
　
ヘ
ン
デ
リ
ク
ス
修
道
士

牧
田
真
一
修
道
士

ホ
ン
テ
レ
ー
修
道
士

主
の
ご
復
活
お
め
で
と
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ざ
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ま
す

主
の
ご
復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
広
島
教
区
長
　
前
田
万
葉
　
司
教

名
誉
司
教
　
　
三
末
篤
實
　
司
教

司
教
総
代
理
　
斉
藤
眞
仁
　
神
父

ア
レ
ル
ヤ
と

    

隅
の
親
石

 

復
活
祭

　

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
ご

復
活
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。「
家
を
建
て
る
者
の
退
け

た
石
が
隅
の
親
石
と
な
っ
た
」

（
詩
編
百
十
八
の
二
十
二
）
と

喜
び
踊
る
ほ
ど
の
回
心
と
信
仰

再
発
見
の
恵
み
を
い
た
だ
い
た

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
十
六
世
は
、
第
二
バ
チ
カ

ン
公
会
議
開
幕
五
十
周
年
の

二
〇
一
二
年
十
月
十
一
日
か
ら

二
〇
一
三
年
十
一
月
二
十
四
日

の
王
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
祭
日

ま
で
を
「
信
仰
年
」
と
す
る
こ

と
を
、自
発
教
令
『
信
仰
の
門
』

で
発
表
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

こ
の
開
始
日
は
、「
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
」
発
布

二
十
周
年
記
念
日
で
も
あ
り
、

「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ

ズ
ム
」
は
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会

議
の
真
正
な
実
り
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
二
〇
一
二
年
十
月
に
開
催

す
る
シ
ノ
ド
ス
（
世
界
代
表
司

（
二
面
へ
続
く
）

教皇ベネディクト 16 世と前田万葉司教
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教
区
の
動
き

       【
平
和
の
使
徒
推
進
本
部
も
ま
た
動
き
始
め
ま
す
】

（
一
面
の
続
き
）

教
会
議
）総
会
の
テ
ー
マ
も「
キ

リ
ス
ト
教
信
仰
を
伝
え
る
た
め

の
新
し
い
福
音
宣
教
」
と
決
め

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
教
皇
の
命
に
よ
っ

て
教
理
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
覚

え
書
き
「『
信
仰
』
の
た
め
の

司
牧
的
指
示
」
の
序
文
で
は
、

「『
信
仰
年
』
は
主
イ
エ
ス
へ
の

新
た
な
回
心
と
、
信
仰
の
再
発

見
に
役
立
つ
こ
と
を
望
み
ま

す
。
そ
れ
は
、
教
会
に
属
す
る

す
べ
て
の
者
が
、
復
活
し
た
主

の
信
頼
の
置
け
る
喜
び
に
満
ち

た
証
人
と
な
り
、
多
く
の
人
を

『
信
仰
の
門
』
を
探
す
よ
う
導

く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る

た
め
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。

信
仰
の

　
　

門
へ
再
び

四
旬
節

　

そ
こ
で
、
広
島
教
区
の
目
標

「
平
和
の
使
徒
と
な
ろ
う
」
の

今
年
と
来
年（
信
仰
年
の
期
間
）

の
サ
ブ
テ
ー
マ
を
「
信
仰
か
ら

の
奉
仕　

信
仰
へ
の
奉
仕
」
と

決
め
ま
し
た
。
日
本
再
宣
教

百
五
十
周
年
、
日
本
二
十
六
聖

人
列
聖
百
五
十
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。

広
島
教
区
民
と
し
て
も
、
こ
の

機
会
に
信
仰
を
ま
す
ま
す
深

め
、
伝
え
、
証
し
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
「
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
」
を
学

び
、
ま
た
、
日
本
の
宣
教
の
保

護
者
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ

エ
ル
や
日
本
の
殉
教
者
た
ち
の

模
範
と
取
次
ぎ
を
願
い
ま
し
ょ

う
。

ザ
ビ
エ
ル
の

   

十
字
架
き
ら
り

冬
の
月

　

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
人
と

な
ら
れ
、
私
た
ち
人
間
と
喜
び

も
悲
し
み
も
共
に
し
、
そ
し
て

十
字
架
上
で
死
に
復
活
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
た
め

に
永
遠
の
い
の
ち
を
勝
ち
取
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
信

仰
を
生
き
る
こ
と
を
学
び
深
め

祈
り
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ
が

「
信
仰
か
ら
の
奉
仕　

信
仰
へ

の
奉
仕
」
に
つ
な
が
り
、「
平

和
の
使
徒
と
な
ろ
う
」、「
新
し

い
福
音
宣
教
」
と
い
う
目
標
達

成
に
至
る
道
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
あ
う
「
信
仰
年
」
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
。
今
年
の
復
活
祭

は
も
う
歩
み
始
め
で
す
。

仕
え
合
っ
て

仕
合
わ
せ
に
な
ろ
う

復
活
祭

　

二
〇
一
二
年
四
月
か
ら
、
前

田
司
教
よ
り
平
和
の
使
徒
推
進

本
部
の
本
部
長
の
任
命
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

推
進
本
部
が
始
ま
っ
て
か
ら

ず
っ
と
信
徒
の
祗
山
さ
ん
（
呉

教
会
信
徒
）
が
本
部
長
を
引
き

受
け
て
く
だ
さ
り
、
教
区
と
し

て
も
そ
れ
を
大
切
な
こ
と
と
し

て
き
ま
し
た
が
、
新
た
な
動
き

と
し
て
今
回
は
司
祭
が
そ
の
役

割
を
引
き
継
い
で
行
く
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
昨
年
度
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
っ
た
「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
近
い
う
ち
に
出
し
ま
す

の
で
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
歩

み
を
見
つ
め
、
大
切
に
受
け
止

め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す

し
、
教
区
固
有
の
召
命
で
あ
る

「
平
和
の
使
徒
」
と
し
て
の
ガ 平

和
の
使
徒
推
進
本
部 

本
部
長

　
　
　
　
　
服
部 

大
介 

神
父

イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
活
用
で
き

る
よ
う
に
提
案
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

平
和
・
き
ょ
う
ど
う
・
養

成
・
多
文
化
共
生
の
推
進
チ
ー

ム
は
、
各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
を
進
め
て
お
ら
れ
、
現
時

点
で
は
、
教
区
全
体
で
何
か
を

主
導
し
て
い
く
と
い
う
状
況
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
推
進
本
部
が
担
っ
て

き
た
役
割
も
少
し
ず
つ
変
わ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

推
進
本
部
の
専
従
職
員
で

あ
っ
た
シ
ス
タ
ー
山
本
の
仙
台

教
区
へ
の
今
年
度
の
継
続
派
遣

も
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
本
部
の
メ
ン
バ
ー
も
ま
た

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
具

体
的
に
動
い
て
お
ら
れ
る
信
徒

の
方
々
に
関
わ
っ
て
頂
き
、
メ

ン
バ
ー
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
度
の
教
区
の
サ

ブ
テ
ー
マ
と
し
て
「
信
仰
か
ら

の
奉
仕　

信
仰
へ
の
奉
仕
」
と

い
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

十
月
か
ら
始
ま
る
「
信
仰
年
」

に
向
け
て
、
ま
ず
は
自
分
た
ち

の
信
仰
の
再
確
認
を
し
、
さ
ら

に
は
他
の
人
を
信
仰
に
導
け
る

よ
う
に
と
い
う
前
田
司
教
の
強

い
思
い
も
あ
り
、
そ
の
取
り
組

み
へ
の
提
案
も
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

前
田
司
教
が
教
区
の
最
重
要

課
題
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る

「
召
命
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、

「
召
命
担
当
司
祭
」
の
任
命
が

な
さ
れ
ま
し
た
（
後
藤
神
父
）。

さ
ら
に
青
少
年
情
報
セ
ン
タ
ー

の
あ
る
広
島
に
在
住
し
、
青
少

年
活
動
に
専
従
す
る
担
当
司

祭
の
任
命
も
行
わ
れ
ま
し
た

（
ジ
ェ
ロ
ム
神
父
）。

　

推
進
本
部
と
し
て
も
こ
の
大

切
な
役
割
に
、
共
に
関
わ
り
、

後
押
し
を
し
て
い
く
必
要
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

広
島
司
教
区
災
害
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
活
動
も
推
進
本
部

服部 大介 神父



( 3 ) カトリック　広　島　教　区　報 2012 年 4 月 8 日  88 号

世
界
平
和
記
念
聖
堂 

保
存
活
用
委
員
会
報
告

　

重
要
文
化
財
世
界
平
和
記
念

聖
堂
の
保
存
活
用
活
動
の
現
状

に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

世
界
平
和
記
念
聖
堂
が
文
化

審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
国
指

定
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

た
の
は
二
〇
〇
六
年
七
月
で
し

た
。
そ
れ
か
ら
五
年
半
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
消
防
法

の
規
定
に
よ
り
自
動
火
災
報

知
器
な
ど
の
防
災
設
備
工
事

（
二
〇
〇
八
年
六
〜
十
二
月
）

を
行
う
ほ
か
、
保
存
活
用
委
員

会
を
二
〇
〇
八
年
十
二
月
に
司

教
区
本
部
事
務
局
に
設
け
、
聖

堂
保
存
の
た
め
の
計
画
づ
く
り

や
、聖
堂
利
用
の
ル
ー
ル
作
り
、

聖
堂
の
精
神
を
学
ぶ
講
演
会
の

開
催
、
募
金
活
動
な
ど
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
聖

堂
の
保
存
修
復
工
事
は
、
多
額

の
費
用
が
掛
か
る
た
め
、
文
化

財
保
存
た
め
の
経
済
的
な
支
援

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
広
島
市
や

文
化
庁
と
頻
繁
に
補
助
金
要
望

な
ど
の
折
衝
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
文
化
庁

　

聖
母
幼
稚
園
の
改
築
工
事
に

と
も
な
い
、
被
爆
し
た
「
天
主

公
教
会
」
の
門
柱
を
移
設
保
存

い
た
し
ま
す
。
八
月
の
平
和
行

事
ま
で
に
カ
ト
リ
ッ
ク
会
館
北

口
へ
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　

教
区
事
務
局
長

原
田 

豊
己 

神
父

被
爆
で
焼
け
残
っ
た

「
天
主
公
教
会
」
の

門
柱
移
設

な
ど
か
ら
補
修
工
事
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
に
検
討
を
進
め
る

よ
う
話
し
が
き
て
い
ま
す
。

　

聖
堂
の
大
規
模
な
保
全
工
事

は
、
こ
れ
ま
で
に
三
回
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
直
近
の
大
規
模

補
修
工
事
は
二
〇
〇
一
年
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
聖
堂
と
鐘
塔

を
全
面
的
に
仮
設
足
場
で
覆

い
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
や

壁
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
レ
ン
ガ
、

鉄
筋
、
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
な
ど

の
経
年
的
に
劣
化
し
た
部
分
を

主
に
補
修
し
ま
し
た
。
工
事
費

は
約
一
億
円
で
し
た
。
当
時
、

三
末
司
教
か
ら
司
教
座
聖
堂
の

補
修
に
つ
い
て
全
教
区
で
取
り

組
む
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た

が
、
結
果
的
に
幟
町
教
会
の
結

婚
式
の
献
金
な
ど
で
費
用
を
賄

い
、
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

弱
ア
ル
カ
リ
性
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
は
風
雨
に
曝
さ
れ
る
と

そ
の
表
面
か
ら
中
性
化
が
進

み
、
中
の
鉄
筋
が
錆
び
、
や
が

て
は
、
そ
の
錆
び
た
鉄
筋
が
膨

張
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
破
壊

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
打
放
し
コ
ン
ク
リ
ー

ト
表
面
に
撥
水
材
な
ど
の
塗
布

を
定
期
的
に
行
う
ほ
か
、
柱
や

梁
に
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
亀

裂
か
ら
雨
水
の
浸
入
を
防
止
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
前
回
補

修
か
ら
十
年
が
経
過
し
、
聖
堂

内
壁
に
白
く
な
っ
た
外
壁
か
ら

の
漏
水
シ
ミ
や
大
屋
根
か
ら
の

雨
漏
り
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
文
化
庁
の
指

導
の
下
、
聖
堂
の
長
期
存
続
に

必
要
な
保
存
対
策
を
行
う
時
期

が
そ
ろ
そ
ろ
き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
聖
堂
は
不
特
定
多
数

の
人
が
出
入
り
す
る
建
物
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
地
震
に
対
す
る

防
災
対
策
の
検
討
も
必
要
で

す
。
文
化
庁
か
ら
、
耐
震
診
断

調
査
を
実
施
し
、
必
要
な
耐
震

対
策
を
検
討
す
る
よ
う
指
摘
を

受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
東

日
本
大
震
災
で
も
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
建
物
も
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
。
特
に
建
物
の
天
井

や
内
壁
が
落
下
し
、
負
傷
者
が

出
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
目
に

し
ま
し
た
。
聖
堂
の
天
井
や
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
の
部
材
が

崩
落
し
、
運
悪
く
下
に
い
た
人

が
怪
我
を
し
な
い
よ
う
な
安
全

対
策
も
検
討
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
、
保
存
活
用
委
員
会

で
は
、
司
教
叙
階
式
な
ど
の
教

区
行
事
に
合
わ
せ
て
保
存
活
動

の
た
め
の
献
金
を
信
徒
の
皆
さ

ま
に
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。

各
小
教
区
で
は
自
分
た
ち
の
教

会
の
建
物
な
ど
の
維
持
の
た
め

に
、
信
徒
の
経
済
的
な
負
担
が

小
さ
く
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
世
界
平
和
記
念
聖
堂
が
教

区
民
す
べ
て
の
司
教
座
聖
堂
で

あ
る
こ
と
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
保
存
活
用
の
た
め
に
献
金

な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
幟
町
教
会
の
信
徒

の
皆
さ
ま
に
は
、
聖
堂
維
持
・

保
全
の
た
め
の
維
持
保
全
活
動

や
経
済
的
負
担
に
つ
い
て
、
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
聖
堂
が
長
期

に
わ
た
っ
て
健
全
に
保
存
さ

れ
、
小
教
区
の
福
音
宣
教
活
動

が
継
続
さ
れ
る
よ
う
、ご
協
力
、

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

†
神
に
感
謝
。

保
存
活
用
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
斉
藤 
眞
仁 

神
父

の
動
き
の
中
で
大
切
に
考
え
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
震

災
か
ら
一
年
が
経
ち
、
こ
れ
ま

で
の
緊
急
援
助
か
ら
恒
常
的
な

復
興
支
援
へ
と
支
援
方
法
も
大

き
く
様
変
わ
り
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
情
報
が
現
場
を
含
め
担

当
者
（
原
田
神
父
）
に
送
ら
れ

て
き
ま
す
の
で
、
メ
ー
ル
配
信

な
ど
も
継
続
し
て
い
く
予
定
で

す
。
管
区
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て

創
ら
れ
た
、大
船
渡
に
あ
る「
地

ノ
森
い
こ
い
の
家
」
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
支
援
や
、
教

区
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
る
ギ
ャ

リ
ー
神
父
（
淳
心
会
）、
シ
ス

タ
ー
山
本
（
援
助
修
道
会
）、

高
濱
さ
ん（
廿
日
市
教
会
信
徒
）

と
も
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
関

わ
り
を
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
新
た
に

動
き
出
し
た
平
和
の
使
徒
推
進

本
部
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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東
日
本
大
震
災
支
援

広
島
司
教
区
災
害
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

原
田 

豊
己 

神
父

広島司教区災害サポートセンター収支報告
（2011 年 4 月 1 日～ 2012 年 2 月 29 日）

収入 献金 7,200,705
支出 支出合計 2,505,129

事務運営費 8,160
　　　振込手数料 8,160
旅費交通費 136,670
支援費（派遣者の経費を含む） 2,360,299
　　　経費 1,196,782
　　　送料 6,740
　　　物資購入 156,777
　　　「地ノ森いこいの家」支援 1,000,000

繰越 4,695,576

も
っ
と
合
同
礼
拝
、

　
　
国
際
的
な
ミ
サ
を
捧
げ
た
い
・
・
・

呉
教
会
　
ジ
ェ
ロ
ム
神
父

（
前
号
か
ら
つ
づ
く
）

　

日
本
と
外
国
の
信
徒
が
交
わ
り

多
言
語
で
捧
げ
る
「
合
同
礼
拝
、

国
際
的
な
ミ
サ
」
は
、
い
ろ
い
ろ

な
国
の
信
徒
が
喜
び
や
、楽
し
さ
、

幸
せ
な
ど
を
何
倍
に
も
分
か
ち
合

う
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

国
、
国
籍
を
超
え
て
、
全
世
界
の

キ
リ
ス
ト
者
が
共
に
神
様
に
感
謝

と
賛
美
を
捧
げ
る
こ
と
が
出
来
る

な
ら
、
数
多
く
の
信
者
が
大
き
な

喜
び
を
頂
く
こ
と
が
出
来
る
と
思

い
ま
す
。

　

実
際
に
多
文
化
の
家
族
に
感
想

を
聞
く
と
、「
合
同
ミ
サ
は
子
供

た
ち
を
は
じ
め
、
家
族
全
員
に
大

き
な
喜
び
と
な
り
ま
す
」「
合
同

ミ
サ
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
皆
が
も
っ
と
楽
し
く
生
き
生

き
と
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」「
最

初
だ
け
が
大
変
だ
と
感
じ
ま
す

が
、
二
、三
回
目
に
参
加
す
る
と
、

も
っ
と
楽
し
く
感
じ
、
幸
せ
に
前

に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
」
な
ど

の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

私
の
見
た
と

こ
ろ
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
国
の

信
徒
が
喜
ん
で

共
に
三
回
以
上

聖
歌
、
聖
書
朗
読
な
ど
を
準
備
出

来
る
な
ら
、
国
際
的
な
ミ
サ
を
上

手
く
、
と
て
も
楽
し
く
実
践
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
で
は
、
一
カ
月
に
一
回
、

共
に
聖
歌
の
練
習
を
し
ま
す
。
あ

る
小
教
区
で
は
一
カ
月
に
一
回
、

早
く
教
会
に
行
っ
て
、
ミ
サ
の
前

に
皆
で
聖
歌
を
練
習
し
ま
す
。
更

に
聖
歌
隊
の
方
々
は
、
ミ
サ
が
終

わ
っ
て
、
お
茶
の
時
間
を
楽
し
み

な
が
ら
、
外
国
の
聖
歌
と
日
本
語

の
聖
歌
を
練
習
し
ま
す
。
あ
る
小

教
区
で
は
、
土
曜
日
に
、
い
ろ
い

ろ
な
国
の
信
徒
の
皆
さ
ん
が
集

ま
っ
て
共
に
幾
つ
か
の
い
ろ
い
ろ

な
国
の
聖
歌
と
朗
読
を
練
習
し
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス

は
信
徒
間
の
交
わ
り
を
大
い
に
深

め
る
で
し
ょ
う
。

　

キ
リ
ス
ト
の
教
会
が
一
致
し
、

一
つ
で
あ
る
こ
と
を
一
般
の
社
会

に
証
を
す
る
こ
と
に
も
な
る
合
同

礼
拝
、
国
際
的
な
ミ
サ
を
、
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
実
践
し
た
い
と

私
は
思
い
ま
す
。（
お
わ
り
）　

Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
広
島
便
り

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
、
早
く

も
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
い
ま

だ
に
、
三
千
名
を
超
え
る
方
々

が
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
ま

す
。
先
日
の
報
道
で
、
子
ど
も

さ
ん
が
行
方
不
明
の
お
母
さ
ん

が
大
型
重
機
の
免
許
を
取
得

し
、
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
を
運
転

し
て
毎
日
瓦
礫
を
取
り
除
い
て

い
る
姿
に
思
わ
ず
息
が
詰
ま
り

ま
し
た
。
確
実
に
復
興
に
向

か
っ
て
い
る
と
同
時
に
人
び
と

の
悲
し
み
が
い
か
に
深
い
も
の

で
あ
る
か
を
考
え
さ
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

広
島
司
教
区
災
害
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
も
大
阪
教
会
管

区
・
仙
台
司
教
区
・
日
本
司
教

団
、
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
と
連

帯
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
活
動
し

て
き
ま
し
た
。
当
初
の
週
一
回

の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
通
じ

て
、
現
地
で
の
活
動
を
お
伝
え

し
、
そ
れ
に
こ
た
え
て
各
小
教

区
が
募
金
な
ど
の
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
司
教

区
に
さ
き
が
け
て
司
教
区
と
し

て
シ
ス
タ
ー
山
本
、
ギ
ャ
リ
―

神
父
、
高
濱
さ
ん
（
廿
日
市
教

会
信
徒
）
を
現
地
に
派
遣
し
ま

し
た
。
支
援
体
制
も
緊
急
援
助

か
ら
恒
常
的
な
支
援
に
シ
フ
ト

し
、
一
月
に
は
大
阪
教
会
管
区

が
支
援
の
拠
点
と
す
る
大
船
渡

ベ
ー
ス「
地
ノ
森
い
こ
い
の
家
」

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
ベ
ー

ス
を
支
え
る
た
め
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
募
金
の
お
願
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る

小
教
区
は
、
数
十
万
円
も
の
支

援
金
を
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
情
報
を
ま
と
め
て

週
一
回
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か

ら
お
知
ら
せ
す
る
の
で
は
な

く
、
各
ベ
ー
ス
か
ら
送
ら
れ
て

く
る
ニ
ュ
ー
ス
を
必
要
な
方
に

直
接
転
送
し
て
い
ま
す
。（
必

要
な
方
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）
各
小

教
区
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
き
め
細

か
い
支
援
を
身
に
合
っ
た
形
で

行
う
た
め
で
す
。
例
え
ば
、
物

品
の
購
入
、
小
口
の
物
資
の
送

付
、
励
ま
し
の
色
紙
の
送
付
、

小
教
区
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

派
遣
な
ど
で
す
。

　

行
政
主
導
の
復
興
が
行
わ
れ

る
中
で
、
現
地
の
人
々
の
自
立

が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
行
政
の
支
援
で
は
目

に
留
ま
ら
な
い
人
、
行
政
で
は

で
き
な
い
自
立
支
援
が
必
ず
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す

小
さ
い
け
れ
ど
絶
対
に
必
要
な

支
援
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

そ
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
る
努
力

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

広島司教区災害サポートセンター 問い合わせメールアドレス
pax@hiroshima.catholic.jp
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礼
拝
会
シ
ス
タ
ー
の
皆
様
、

二
十
七
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
島
地
区 

前
地
区
長
　
後
藤 

正
史 

神
父

　

こ
の
三
月
三
十
一
日
を
も
っ

て
、
礼
拝
会
（
広
島
市
西
区
庚

午
）
は
広
島
教
区
で
の
宣
教
奉

仕
活
動
を
終
え
ま
し
た
。
三
人

の
シ
ス
タ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
、
新

た
な
任
地
へ
と
旅
立
っ
て
い
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
広
島
の
地
に
あ
っ
て

は
、
困
難
な
、
あ
る
い
は
複
雑

な
生
育
環
境
の
も
と
で
苦
し
み

あ
え
い
で
い
る
青
少
年
の
女
性

た
ち
と
起
居
を
共

に
し
な
が
ら
、
希

望
へ
の
道
を
歩

み
、
自
立
の
喜
び
を
分
か
ち

あ
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
共
に

捧
げ
た
感
謝
ミ
サ
の

中
で
、
あ
る
シ
ス
タ
ー

は
、「
ほ
ん
と
う
に

ど
う
な
る
か
と
思
い
、

せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
時

に
、
不
思
議
と
神
様

が
助
け
て
く
だ
さ
る

ん
で
す
」。
ま
た
、
困

窮
極
ま
っ
て
い
た
在

　
本
の
紹
介

【
な
ぜ
教
会
は
、
社
会
問
題
に

か
か
わ
る
の
か
Ｑ
＆
Ａ
】

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
協
議

会
・
社
会
司
教
委
員
会
・
編

　
「
社
会
問
題
？
」「
教
会
が
す

べ
き
こ
と
？
」「
教
会
に
許
さ

れ
る
こ
と
？
」「
な
ぜ
教
会
が

世
俗
の
問
題
に
つ
い
て
発
言
す

る
の
か
？
」「
そ
の
根
拠
と
基

準
は
何
か
？
」「
信
仰
と
ど
う

関
係
し
て
い
る
の
か
？
」

　

信
徒
が
抱
く
疑
問
に
答
え
る

Ｑ
＆
Ａ
。
す
べ
て
の
キ
リ
ス
ト

者
は
、
人
と
な
っ
て
世
の
た
め

に
ご
自
分
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
神
の
子
キ
リ
ス
ト
の
生
き
方

を
基
本
と
し
、
そ
の
福
音
を
神

の
愛
と
救
い
の
力
と
し
て
人
々

に
伝
え
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
々

と
社
会
が
内
面
か
ら
変
え
ら
れ

る
よ
う
に
働
き
か
け
る
使
命
を

与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
の

発
言
や
行
動
に
は
賢
明
さ
が
求

め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
聖
職
者

は
教
会
が
社
会
問
題
に
直
接
か

か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
信
者
に

教
え
る
責
務
を
与
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
冊
子
は
そ
の
一
端
を

果
た
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

（
社
会
司
教
委
員
会
委
員
長「
は

し
が
き
」
よ
り
）

《イエズス会》
　アルカラ神父　　　下関ブロック長府教会担当⇐北若山教会
　アレックス神父　　宇部・小野田ブロック

宇部・高千帆・北若山教会担当・居住変更なし
　バリョヌエボ神父　宇部・小野田ブロックメンバー⇐岩国教会
　中村健三神父　　　岩国教会主任⇐徳山・下松教会
　清水弘神父　　　　山口教会協力⇐庚午センター
　バラ神父　　　　　岩徳ブロック下松教会担当⇐益田教会
　ヴィタリ神父　　　益田・津和野教会主任・島根ブロックモデラトール

居住は益田教会⇐麹町教会
　オチョア神父　　　祇園教会助任⇐麹町教会
　オレギ神父　　　　岩徳ブロック徳山教会担当・居住変更なし
　百瀬文晃神父　　　下関ブロックモデラトール・居住変更なし
　西山和男神父　　　島根ブロック・津和野教会助任・居住変更なし
　牛尾幸生神父　　　広島共同体院長・居住変更なし
　モラーレス神父　　長束修道院⇐岩徳ブロック・徳山教会担当
　桜井彦孝神父　　　小野田老人ホームチャプレン⇐福岡修道院
　塩谷恵策神父　　　長束修道院⇐上石神井修道院
　佐々木良晴神父　　東京教区麹町教会主任⇐山口教会
　田丸篤神父　　　　東京教区麹町教会助任⇐長府教会
　ヘンセラー神父　　東京教区 SJ ハウス⇐幟町修道院
　カトレット神父　　上石神井修道院⇐祇園教会

《教区司祭》
　豊田尚臣神父　　　幟町教会協力⇐岡山教会
　肥塚侾司神父　　　呉教会主任・広島地区 地区長⇐広島司教館
　李尚潤神父　　　　倉敷地域共同宣教司牧チーム⇐岡山教会
≪淳心会≫
　ジェロム神父　　　幟町教会協力⇐呉教会
　ギャリー神父　　　仙台教区出向⇐倉敷地域共同宣教司牧チーム
≪フィリピン宣教会≫
　スティーブ神父　　岡山教会協力⇐幟町教会

住
ペ
ル
ー
人
た
ち
に
寄
り
添
っ

た
シ
ス
タ
ー
は
「
ど
ん
な
と
き

に
も
希
望
を
失
わ
ず
、
神
様
へ

の
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
前
向

き
に
生
き
る
姿
に
た
く
さ
ん
学

び
ま
し
た
。」

　

礼
拝
会
シ
ス

タ
ー
の
皆
様

は
、
わ
た
し
た

ち
に
、
今
や
日

本
社
会
の
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
っ

て
い
る
「
絆
」

を
身
を
も
っ
て

◆ 

金 

祝 

50
周
年
◆

《
広
島
司
教
区
》

　

三
末 

篤
實 

司
教

一
九
六
二
年
三
月
十
九
司
祭
叙
階

　

野
間 

重
信 

神
父

一
九
六
二
年
十
二
月
二
十
二
日
叙
階

《
イ
エ
ズ
ス
会
》

　

ア
ル
カ
ラ 

フ
ェ
デ
リ
コ 

神
父

一
九
六
二
年
三
月
十
八
日
叙
階

　

三
喜
田 

虎
太 

神
父

一
九
六
二
年
三
月
十
八
日
叙
階

　

モ
ラ
ー
レ
ス 

ル
イ
ス 

神
父

一
九
六
二
年
三
月
十
八
日
叙
階

　

バ
ラ 

ミ
ゲ
ル 

神
父

一
九
六
二
年
七
月
三
十
一
日
叙
階

《
援
助
マ
リ
ア
修
道
会
》（
福
山
修
道
院
）

　

シ
ス
タ
ー 

栗
谷
川 

せ
つ
子

一
九
六
二
年
三
月
十
九
日
入
会

◆ 

銀 

祝  

25
周
年
◆

《
イ
エ
ズ
ス
会
》

　

牛
尾 

幸
生 

神
父

一
九
八
七
年
三
月
十
四
日
叙
階

広島教区　司祭人事異動 （新任地 ⇐ 前任地）

司
祭
・
修
道
者
の

　
　
　
　
金
・
銀
祝

お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。ま
た
、

自
立
し
て
い
っ
た
方
々
が
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
で
、
家
庭
で
絆
を
大
切

に
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
広
島
を
離

れ
た
と
し
て
も
、
小
さ
く
さ
れ
た

人
々
と
と
も
に
あ
る
シ
ス
タ
ー
方

の
精
神
は
生
き
続
け
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
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地
区
便
り

岡
山
・
鳥
取
地
区

山
口
・
島
根
地
区

24

下
関
労
働
教
育
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

心
か
ら
祝
う
た
め
に

　

一
九
四
二
年
二
月
二
十
日
、
日

本
軍
は
当
時
ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
地

だ
っ
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
侵
攻
し

た
。
戦
況
は
す
ぐ
さ
ま
悪
化
し
、

補
給
路
も
退
路
も
断
た
れ
た
日
本

軍
兵
士
一
万
二
千
人
余
り
が
敗
戦

撤
退
ま
で
駐
留
を
続
け
た
。
こ
の

間
、
過
酷
な
労
働
、
収
奪
、
暴
力

と
同
時
に
、
年
端
も
い
か
ぬ
女
性

た
ち
を
も「
慰
安
婦
」と
し
て
い
っ

た
。

　

世
界
各
地
で
元
「
慰
安
婦
」
た

ち
が
名
乗
り
を
挙
げ
、
様
々
な
運

動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
時
期
、
東

テ
ィ
モ
ー
ル
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
占

領
下
に
あ
り
、「
慰
安
婦
」
の
調

査
す
ら
で
き
な
い
状
況
だ
っ
た
。

住
民
投
票
後
の
二
〇
〇
〇
年
に
よ

う
や
く
最
初
の
調
査
を
仲
間
が
開

始
し
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
本
格
的

な
調
査
を
行
っ
た
。
現
在
ま
で
に

十
九
名
の
ア
ボ（
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

た
ち
の
証
言
を
得
て
い
る
が
、
補

償
は
お
ろ
か
、
謝
罪
も
な
く
、
尊

厳
の
回
復
も
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
既

に
八
名
が
こ
の
世
を
去
っ
た
。

　

私
た
ち
下
関
・
東
チ
モ
ー
ル
の

会
も
所
属
す
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
全

国
協
議
会
は
、
今
年
も
こ
の
二
月

二
十
日
に
あ
わ
せ
て
日
本
国
政
府
に

こ
の
ア
ボ
た
ち
の
問
題
解
決
を
求
め

る
要
望
書
を
提
出
し
た
。
わ
ず
か
一

週
間
の
呼
び
か
け
に
も
関
わ
ら
ず
、

三
六
七
の
団
体
個
人
の
賛
同
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

外
務
省
か
ら
の
回
答
は
相
変
わ
ら

ず
両
国
の
間
の
「
未
来
志
向
外
交
」

と
い
う
「
臭
い
モ
ノ
に
は
蓋
」
を
決

め
込
ん
だ
ま
ま
。「
慰
安
婦
は
い
な

い
」「
お
金
を
も
ら
っ
て
や
っ
て
い

た
」「
民
間
業
者
の
や
っ
た
こ
と
」

な
ど
と
発
言
す
る
政
治
家
、「
南
京

虐
殺
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
首
長
、

そ
れ
を
擁
護
し
「
憲
法
な
ん
か
破
棄

し
て
し
ま
え
」
と
言
う
知
事
閣
下
が

の
さ
ば
る
国
。

　

昨
年
亡
く
な
っ
た
ア
ボ
・
サ
ラ
さ

ん
は
、
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
か
社
会
生
活

に
な
じ
め
ず
、
家
族
か
ら
も
疎
ん
じ

ら
れ
、「
い
じ
め
」
に
あ
っ
て
い
た
。

死
の
床
に
あ
っ
て
、
特
に
辛
く
あ

た
っ
て
い
た
嫁
に
「
赦
す
」
と
伝
え

た
と
の
こ
と
。

　

赦
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
被
害

を
受
け
た
側
で
あ
っ
て
、
国
家
で
は

無
い
。ま
し
て
や
加
害
し
た
側
が「
こ

ん
な
に
謝
っ
て
い
る
の
に
…
」
等
と

言
う
の
は
お
門
違
い
も
甚
だ
し
い
。

　

今
年
の
五
月
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
は

独
立
十
周
年
を
迎
え
る
。
心
か
ら
祝

う
た
め
に
、
一
日
も
早
く
、
ア
ボ
た

ち
の
尊
厳
が
回
復
さ
れ
る
こ
と
を
祈

る
。　
　
　
　
　
　
　
（
大
城
研
司
）

■
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会

　

一
月
九
日
に
は
第
三
回
地
区

宣
教
司
牧
評
議
会
を
司
祭
の
新

年
会
と
一
緒
に
行
い
、
召
命
、

信
仰
教
育
、
祈
り
、
地
区
の
活

性
化
等
の
分
か
ち
合
い
が
で
き

ま
し
た
。

■
Ｊ
ー
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
全
国
研
修
会

　

二
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
岡

山
教
会
を
会
場
に
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
難
民
移
住
移
動
者
委
員

会
Ｊ
―
Ｃ
ａ
Ｒ
Ｍ
全
国
研
修
会

in
岡
山
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

信
徒
の
皆
様
の
協
力
で
盛
大
に

終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
の
日
、
前
田
万
葉
司
教
様

の
記
念
ミ
サ
も
あ
り
感
謝
で
し

た
。

■
そ
の
他

　

二
月
十
九
日
、
水
島
教
会
に

林
尚
志
神
父
様
を
む
か
え
、
平

和
祈
願
ミ
サ
と
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
十
月
ま
で
集
会
祭

儀
司
式
者
及
び
聖
体
授
与
の
臨

時
の
奉
仕
者
養
成
講
座
が
倉
敷

教
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

（
事
務
局　

北
川
弘
子
）

山
口
・
島
根
地
区　

平
和
ア

ピ
ー
ル
１
９
８
１
報
告

　

山
口
・
島
根
地
区
の
「
平
和

ア
ピ
ー
ル
１
９
８
１
」
は
、
山

陽
小
野
田
市
の
サ
ビ
エ
ル
高
等

学
校
の
集
会
室
に
約
八
十
名
が

集
ま
っ
て
始
ま
っ
た
。
中
井
、

ア
レ
ッ
ク
ス
、
柴
田
の
三
神
父

に
よ
る
ミ
サ
の
後
、
昨
年
末
に

岩
手
県
大
槌
町
へ
被
災
地
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
入
っ
た
柴
田
神
父

と
サ
ビ
エ
ル
高
校
の
生
徒
四
名

の
報
告
を
聞
い
た
。
生
徒
た
ち

は
、「
津
波
の
爪
痕
の
す
ご
さ

に
驚
い
た
。
復
旧
は
進
ん
で
い

な
い
。
た
い
し
た
活
動
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
ま
た
大
槌
を
訪

れ
た
い
。
３
・
11
を
風
化
さ
せ

て
は
な
ら
な
い
。」
と
訴
え
て

い
た
。
続
い
て
、
映
画
『
平
和

の
巡
礼
者　

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
』
を
鑑
賞
し
、
午
後
か
ら

は
「
平
和
」「
被
災
地
の
支
援
」

「
脱
原
発
」
と
い
う
三
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
て
、
白
熱
し
た

議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
、

話
し
合
わ
れ
た
こ
と
を
各
小
教

区
へ
持
ち
帰
り
、
平
和
に
向
け

て
新
た
な
活
動
が
始
ま
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　

二
〇
一
二
年
度
養
成
関
係

「
信
徒
の
神
学
」

　
〈
宗
像
黙
想
の
家
〉

　

講
師
：
百
瀬
神
父

①
五
月
十
九
日
（
土
）
～

二
十
日
（
日
）、
②
七
月
七

日
（
土
）
～
八
日
（
日
）、

③
十
一
月
十
日
（
土
）
～

十
一
日
（
日
）、
④
二
月

十
六
日（
土
）～
十
七
日（
日
）

「
祈
り
の
体
験
二
期
」

　
〈
地
区
事
務
局
〉

　

講
師
：
ラ
フ
ォ
ン
ト
神
父

⑦
五
月
二
十
六
日
（
土
）、

⑧
七
月
二
十
八
日
（
土
）、

⑨
九
月
八
日
（
土
）、
⑩
十

月
二
十
七
日
（
土
）

（
次
頁
へ
）

サビエル高等学校
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伯
雲
ブ
ロ
ッ
ク

広
島
地
区

広
島
教
区
の
施
設

⑬

広
島
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校

「
原
爆
で
壊
滅
し
た
広
島
を

　
教
育
の
力
で
励
ま
し
た
い
」

⑪
一
月
十
九
日
（
土
）、
⑫

三
月
二
日
（
土
）

「
聖
書
力
講
座
」〈
山
口
教
会
〉

　

講
師
：
雨
宮
神
父

　

九
月
九
日
（
日
） 

「
典
礼
研
修
会
」

　
〈
島
根
県
と
山
口
教
会
〉

　

講
師
：
具
神
父

九
月
十
五
日
（
土
）、
十
六

日
（
日
）、
十
七
日
（
月
） 

　

そ
の
他
行
事

「
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会
」

　
〈
地
区
事
務
局
〉

　

五
月
六
日
（
日
）

「
地
区
信
徒
使
徒
職
協
議
会
」

　
〈
山
口
〉　

五
月
十
三
日（
日
）

「
財
務
・
会
計
担
当
者
の
集
い
」

　
〈
山
口
〉五
月
二
十
七
日（
日
）

　

共
通
な
も
の
と
取
り
組
み

　

一
級
河
川
斐
伊
川
水
系
（
宍

道
湖･

中
海
）
沿
い
に
あ
る
三

つ
の
市
、
出
雲･

松
江･

米

子
は
歴
史
的
に
も
地
理
的
に
も

共
通
し
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。
斐
伊
川
は
奥
出
雲
町
を
源

流
に
し
て
雲
南
市
を
経
て
出
雲

市
に
流
れ
ま
す
。
長
崎
で
の
被

爆
後
も
平
和
を
訴
え
続
け
ら
れ

た
永
井
隆
博
士
は
三
刀
屋
町
出

身
な
の
で
、
信
仰
の
先
達
と
し

て
追
悼
と
平
和
を
祈
念
す
る
ミ

サ
を
地
元
雲
南
市
と
と
も
に
三

教
会
合
同
で
、
毎
年
九
月
第
二

日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
日
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
は

島
根
原
発
が
あ
り
ま
す
。
松
江

市
中
心
部
が
十
キ
ロ
圏
内
、
出

雲
も
米
子
も
三
十
キ
ロ
圏
境
界

付
近
で
す
。
多
様
な
立
場
や
意

見
が
あ
り
ま
す
が
、
原
発
廃
止

と
い
う
司
教
団
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
待
つ
ま
で
も
無
く
、
将
来
の

方
向
性
は
明
ら
か
で
す
。
今
後

と
も
様
々
な
テ
ー
マ
の
勉
強
会

や
津
和
野
乙
女
峠
の
巡
礼
を
三

教
会
合
同
で
行
う
予
定
で
す
。

（
出
雲
教
会　

河
上
隆
一
）

　

一
九
五
六
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
管
区
な
ど
世
界
中
か
ら
援

助
を
受
け
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
が

古
江
の
丘
に
本
校
を
創
立
し
ま

し
た
。
以
来
、
本
校
は
「
四
つ

の
宝
（
勤
勉
、
明
朗
、
敬
虔
、

純
潔
）」
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、

「
他
者
の
た
め
に
、
他
者
と
と

も
に
」
の
精
神
を
教
育
活
動
の

柱
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
本
校
は
、
奉
仕

活
動
を
最
も
大
切
な
教
育
活
動

の
一
つ
と
考
え
ま
す
。
昨
年
は

被
災
地
に
多
く
の
生
徒
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
赴
き
ま
し
た
。
年

末
年
始
に
は
、
毎
年
、
街

頭
募
金
活
動
を
実
施
す
る

ほ
か
、
釜
ケ
崎
で
、
日
雇

労
働
者
の
方
々
の
越
冬
支

援
活
動
（
炊
き
出
し
、
夜

回
り
等
）
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

教
区
の
肥
塚
侾
司
神
父
様
の
お
世

話
で
、
上
幟
町
公
園
で
の
炊
き
出

し
活
動
の
お
手
伝
い
を
す
る
な

ど
、
教
区
と
連
携
を
強
め
る
動
き

も
始
ま
り
ま
し
た
。
大
道
芸
を
通

じ
て
奉
仕
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ

は
、
各
種
施
設
を
訪
れ
、
人
の
喜

び
が
自
分
の
喜
び
で
あ
る
こ
と
を

日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
活
動
で
は
、
自
分
た
ち
の
非
力

さ
を
感
じ
る
場
面
も
多
い
の
で
す

が
、
温
か
い
出
会
い
の
中
か
ら
、

生
徒
達
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
力

を
頂
き
、
次
の
活
動
に
つ
な
げ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
校
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
姉
妹
校
と
の
国
際
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
五
月
に
姉
妹
校

生
徒
を
広
島
に
受
け
入
れ
、
日
本

文
化
や
ヒ
ロ
シ
マ
を
伝
え
ま
す
。

夏
休
み
に
は
、
本
校
生
徒
が
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
訪
れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

と
学
校
活
動
を
経
験
し
、
貧
困
地

域
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
や
マ

ザ
ー
テ
レ
サ
の
修
道
会
施
設
等
の

訪
問
を
行
い

ま
す
。
物
質

的
に
は
決
し

て
豊
か
で
は

な
く
と
も
、

生
き
生
き
と

信
仰
生
活
を

送
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
人
々
か
ら
は
、「
本
当

の
幸
せ
と
は
何
か
」
を
教
え
て

頂
い
て
い
ま
す
。

　

総
合
学
習
に
お
い
て
は
、
聖

イ
グ
ナ
チ
オ
の
理
念
に
基
づ
い

た
教
育
方
法
（「
体
験
→
内
省

→
実
践
→
評
価
」
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
を
重
視
し
、
物
事
を
徹
底

的
に
深
く
学
ぶ
学
習
方
法
）を
、

様
々
な
テ
ー
マ
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
Ｉ
Ｐ
学
習
で

す
。
右
記
の
奉
仕
活
動
、平
和
・

国
際
理
解
教
育
も
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
テ
ー
マ
に
取
り
込
み
な

が
ら
、
生
徒
た
ち
は
自
ら
学
ぶ

こ
と
の
喜
び
を
実
感
し
て
い
ま

す
。

　

弱
い
立
場
に
あ
る
人
々
の
た

め
に
、
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々

に
寄
り
添
い
、
真
に
平
和
で
よ

り
よ
い
社
会
を
目
指
す
こ
と

が
、
本
校
の
使
命
で
す
。

（
広
報
部
長　

阿
部　

祐
介
）

平
和
ア
ピ
ー
ル
１
９
８
１

　

二
月
十
九
日
、
世
界
平
和
記

念
聖
堂
で
「
平
和
ア
ピ
ー
ル

１
９
８
１
記
念
行
事
」
が
行
わ

れ
た
。
平
和
祈
願
ミ
サ
の
後
、

前
田
司
教
の
講
演
、
午
後
か
ら

元
原
発
技
術
者
、
後
藤
政
志
氏

に
よ
る
原
発
の
危
険
性
に
つ
い

て
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
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病
の
た
め
や
む
を
得
ず
、

司
牧
の
現
場
を
離
れ
て
二
年

が
迫
ろ
う
と
し
て
い
る
今

も
、
一
日
の
時
間
の
多
く
を

ベ
ッ
ド
で
過
ご
し
な
が
ら
、

近
づ
く
叙
階
記
念
日
に
合
わ

せ
て
歩
ん
で
来
た
召
し
出
し

の
道
を
、
静
か
に
振
り
返
っ

て
い
ま
す
。

　

一
九
五
七
年(

昭
三
十
二)

年
、
は
や
る
心
に
燃
え
て
四

番
町
哲
学
院
の
門
を
く
ぐ
り
、

八
年
間
の
神
学
校
生
活
が
切
っ

て
落
と
さ
れ
た
。
院
内
は
規
律

正
し
い
軍
隊
生
活
を
思
わ
せ
る

も
の
で
、
個
人
の
自
由
は
認
め

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
最
初
に

驚
か
さ
れ
た
の
は
、
院
内
に
響

く
合
図
の
ベ
ル
。
こ
れ
は
「
神

の
声
」
と
し
て
即
従
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
続
い
て
勉
学
。
当
時

は
教
会
用
語
と
し
て
、
必
須
の

ラ
テ
ン
語
。
語
学
の
セ
ン
ス
に

欠
け
て
い
る
私
に
は
大
き
な
十

字
架
。
主
の
ご
受
難
に
苦
し
み

を
重
ね
て
「
主
よ
、
あ
な
た
に

私
を
ゆ
だ
ね
ま
す
。
」
と
必
死

に
祈
り
、
よ
ろ
め
き
な
が
ら
一

歩
又
一
歩
と
前
進
す
る
の
み
。

二
年
間
の
ラ
テ
ン
科
時
代
は
、

煉
獄
の
こ
と
ば
（
ラ
テ
ン
語
）

に
よ
る
恐
怖
の
授
業
を
中
心

に
、
展
開
さ
れ
た
。

　

或
る
日
の
こ
と
、
ニ
ワ
ト
リ

教
授
（
本
名
・
リ
ト
ワ
ニ
神
父

イ
エ
ズ
ス
会
士
）
と
運
悪
く
、

授
業
の
時
、
目
と
目
が
合
っ

た
。
そ
の
瞬
間
、
正
面
か
ら
質

問
の
矢
が
飛
ん
で
来
た
。
頭
の

中
は
真
っ
白
。
何
も
答
え
ら
れ

な
い
。
す
か
さ
ず
次
の
問
い
。

『
あ
な
た
の
頭
は
ど
こ
？
』
答

え
よ
う
が
な
い
。
苦
し
ま
ぎ
れ

に
自
分
の
右
手
人
差
し
指
で
頭

を
示
し
「
こ
こ
で
す
。
」
や
っ

と
声
に
な
る
。
『
そ
れ
は
あ
な

た
の
帽
子
掛
け
。
』
教
室
は
爆

笑
の
渦
。
『
希
望
は
あ
っ
て
も

望
み
は
な
い
。
』
と
ど
め
を
刺

さ
れ
た
最
後
の
こ
と
ば
。
こ
の

よ
う
に
し
て
召
し
出
し
を
試
さ

れ
、
謙
遜
や
忍
耐
の
精
神
を
学

ば
さ
れ
た
。

　

今
で
は
こ
う
し
た
出
来
事
も

懐
か
し
く
、
幻
の
影
絵
と
な
っ

て
走
馬
燈
の
よ
う
に
想
い
出
さ

れ
る
。
か
つ
て
は
、
助
け
を
求

め
て
主
に
向
か
い
、
真
剣
に
祈

り
耐
え
て
い
た
自
分
を
再
発

見
。
自
分
で
自
分
を
ほ
め
な
が

ら
「
父
よ
、
あ
な
た
の
み
手
に

私
の
霊
を
ゆ
だ
ね
ま
す
。
」
と

祈
る
日
々
が
今
は
有
効
の
よ
う

で
す
。

広
島
司
教
館

　
　
　

長
谷
川 
儀 

神
父

我
が
主
よ
、
我
が
神
よ

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
と
は
全
国
の
青
年
が
集
ま

り
、
自
由
に
話
し
合
い
、
交
流

が
で
き
る
場
で
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
～

P
eace b

e w
ith

 you

の

you

っ
て
誰
な
ん
ぢ
ゃ
ろ
う

～
。
ミ
サ
中
、
平
和
の
あ
い
さ

つ
を
交
わ
す
時
に「
主
の
平
和
」

と
言
い
ま
す
が
、
英
語
の
ミ
サ

で
は
「Peace be w

ith you

」

と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
ま
す
。

直
訳
す
る
と
「
平
和
が
あ
な
た

と
、
あ
な
た
達
と
共
に
」
と
な

り
ま
す
。

　

平
和
と
は
何
な
の
か
？
そ
し

て
誰
の
た
め
に
言
っ
て
い
る
の

か
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク

ト
十
六
世
は
世
界
平
和
の
日
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
「
平
和
と

は
単
に
戦
争
が
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
、
ま
た
敵
対
者
間

の
力
の
均
衡
を
図
る
と
い
う
こ

と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

上
で
平
和
が
得
ら
れ
る
の
は
、

各
個
人
の
善
益
の
擁
護
、
人
間

相
互
の
自
由
な
交
流
、
個
々
人

な
ら
び
に
諸
民
族
の
尊
厳
の

尊
重
、
兄
弟
愛
の
熱
心
な
実

践
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
代
社
会

の
中
で
生
き
て
い
る
私
た
ち
青

年
が
こ
の
世
界
平
和
記
念
聖
堂

と
い
う
場
で
平
和
に
つ
い
て
考

え
、
分
か
ち
合
い
、
交
流
を
深

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
と
て

も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

堅
苦
し
い
説
明
に
な
り
ま
し

た
が
、
楽
し
く
、
い
ろ
い
ろ
な

疑
問
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
え

る
よ
う
な
集
ま
り
に
で
き
た
ら

と
現
在
奮
闘
中
で
す
。
ぜ
ひ
皆

さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
小
教
区
に
配
布
の

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
行
委
員
長　

三
宅
恒
大

　

前
田
司
教
様
を
お
迎
え
し
て

初
め
て
の
復
活
祭
。
こ
れ
か
ら

も
司
教
様
と
と
も
に
皆
で
神
様

の
道
を
歩
ん
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
よ
う
に
。（
よ
）

青
少
年
の
活
動

ネットワークミーティング
in 世界平和記念聖堂

NWM in 世界平和記念聖堂 ホームページ
http://seinen.hiroshima-diocese.net/~nwm2012/


